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（
公
社
）全
国
公
立
文
化
施
設
協
会 

主
催

松
竹
特
別
歌
舞
伎

※�6/30 土 埼玉県上尾市 上尾市文化センター

※�7/1㊐ 東京都北区 北とぴあ さくらホール

※� 3 火 群馬県前橋市 ベイシア文化ホール

※� 4 水 新潟県新潟市 新潟県民会館

※� 5 木 福島県須賀川市 須賀川市文化センター

� 7 土 秋田県鹿角郡 明治の芝居小屋「康楽館」

� 8㊐ 秋田県鹿角郡 明治の芝居小屋「康楽館」

♦公演日程 ※公文協主催公演 ※�11 水 北海道釧路市 釧路市民文化会館

※�12 木 北海道中川郡 幕別町百年記念ホール

※�14 土 神奈川県相模原市 相模女子大学グリーンホール

※�15㊐ 宮城県栗原市 栗原文化会館

※�16🈷 山形県鶴岡市 荘銀タクト鶴岡（鶴岡市文化会館）

※�18 水 岐阜県高山市 高山市民文化会館

※�19 木 石川県小松市 こまつ芸術劇場うらら

� 20 金 和歌山県和歌山市 和歌山市民会館

※�21 土 大阪府岸和田市 岸和田市立浪切ホール

※�22㊐ 香川県丸亀市 丸亀市綾歌総合文化会館（アイレックス）

※�23 月 大分県大分市 iichiko総合文化センター

� 24 火 岡山県岡山市 岡山市民会館

※�25 水 兵庫県尼崎市 あましんアルカイックホール

※�27 金 愛知県半田市 半田市福祉文化会館

※�28 土 神奈川県小田原市 小田原市民会館

※�29㊐ 神奈川県鎌倉市 鎌倉芸術館

※�6/30㊐ 東京都北区 北とぴあ　さくらホール

※�7/1 月 東京都小平市 ルネこだいら（小平市民文化会館）

※� 3 水 福島県白河市 白河文化交流館コミネス

5 金 神奈川県海老名市 海老名市文化会館

※� 6 土 埼玉県川越市 ウェスタ川越

※� 7㊐ 神奈川県鎌倉市 鎌倉芸術館

※� 9 火 埼玉県戸田市 戸田市文化会館

♦公演日程 ※公文協主催公演

※� 11 木 愛知県丹羽郡 扶桑文化会館

※� 12 金 岐阜県美濃市 美濃市文化会館

※� 13 土 大阪府岸和田市 南海浪切ホール（岸和田市立浪切ホール）

※� 14㊐ 兵庫県赤穂市 赤穂市文化会館（赤穂化成ハーモニーホール）

※� 16 火 兵庫県小野市 小野市うるおい交流館エクラ

※� 17 水 広島県呉市 呉信用金庫ホール

※� 19 金 福岡県大野城市 大野城まどかぴあ

※� 20 土 福岡県筑後市 サザンクス筑後

22 月 岡山県岡山市 岡山芸術創造劇場ハレノワ（おかやま・歌舞伎・観る会）

※� 23 火 香川県高松市 サンポートホール高松

※� 26 金 長野県上田市 サントミューゼ（上田市交流文化芸術センター）

※� 27 土 埼玉県秩父市 秩父宮記念市民会館

※� 28㊐ 栃木県宇都宮市 栃木県総合文化センター

※� 30 火 山形県新庄市 新庄市民文化会館

※� 31 水 新潟県新潟市 新潟県民会館

　

主
人
の
お
供
で
新
吉
原
へ
や
っ
て
来
た
奴
が
、
威
勢
の
い
い
掛
け

声
と
と
も
に
、
大
き
な
提
灯
を
掲
げ
て
勢
い
よ
く
駆
け
て
来
ま
す
。

奴
は
主
人
の
姿
を
探
し
な
が
ら
、
主
人
の
伊
達
で
粋
な
様
子
を
自
慢

げ
に
語
り
、
そ
の
姿
を
真
似
て
得
意
気
に
踊
り
ま
す
。

　

軽
快
な
音
楽
と
キ
ビ
キ
ビ
と
し
た
奴
の
動
き
が
心
地
よ
い
舞
踊
で
、

特
に
三
味
線
と
鼓
に
合
わ
せ
て
足
拍
子
を
踏
む
場
面
が
一
番
の
見
ど

こ
ろ
で
す
。

　

江
戸
時
代
よ
り
四
百
年
以
上
続
く
歌
舞
伎
。「
観
て
み
た
い
け
ど

難
し
そ
う
」「
観
る
前
に
知
っ
て
お
い
た
方
が
い
い
こ
と
は
あ
る

の
？
」 

な
ど
の
疑
問
に
お
答
え
し
た
り
、
俳
優
が
化
粧
を
し
、
衣
裳

を
着
け
、
鬘（
か
つ
ら
）を
か
け
て
お
芝
居
の
登
場
人
物
へ
と
変
身
し

て
い
く
模
様
を
実
際
に
ご
覧
い
た
だ
い
た
り
と
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
で
お
届
け
し
ま
す
。
お
子
さ
ま
や
歌
舞
伎
初
心
者
の
方
に
も
お

楽
し
み
い
た
だ
け
る
よ
う
、
歌
舞
伎
フ
ァ
ン
の
方
に
は
よ
り
興
味
を

も
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
歌
舞
伎
な
ら
で
は
の
表
現
方
法
や
約
束

事
を
分
か
り
や
す
く
お
話
し
い
た
し
ま
す
。

　

桜
が
満
開
の
江
戸
吉
原
仲
之
町
。
華
や
ぐ
廓
の
な
か
で
も
ひ
と
き

わ
目
を
引
く
、
雲
に
稲
妻
模
様
の
羽
織
着
流
し
姿
の
不
破
伴
左
衛
門

と
、
雨
に
濡
れ
燕
模
様
の
着
物
の
名
古
屋
山
三
が
や
っ
て
来
ま
す
。

二
人
は
す
れ
違
い
際
、
腰
に
差
し
た
互
い
の
刀
の
鞘
が
当
た
っ
た
こ

と
か
ら
斬
り
合
い
と
な
り
ま
す
が
…
…
。

　

荒
事
味
あ
る
伴
左
衛
門
と
和
事
味
漂
う
山
三
、
対
照
的
な
演
技
と

風
貌
の
二
人
に
よ
る「
渡
り
ぜ
り
ふ
」が
聴
き
ど
こ
ろ
で
す
。
歌
舞
伎
の

色
彩
美
と
様
式
美
に
富
ん
だ
華
や
か
な
一
幕
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

武
蔵
坊
弁
慶
は
、
京
の
五
條
橋
を
渡
る
者
に
斬
り
か
か
る
少
年
の

噂
を
聞
き
、
自
ら
が
退
治
し
よ
う
と
橋
へ
向
か
い
ま
す
。
や
が
て
、

弁
慶
の
前
に
牛
若
丸
が
現
れ
る
と
、
弁
慶
は
薙
刀
を
ふ
る
っ
て
挑
み

ま
す
が
、
牛
若
丸
は
攻
撃
を
軽
や
か
に
か
わ
し
、
翻
弄
し
ま
す
。
と

う
と
う
打
ち
負
か
さ
れ
た
弁
慶
は
、
主
従
の
契
り
を
交
わ
し
、
牛
若

丸
の
家
臣
と
な
る
の
で
し
た
。

　

弁
慶
と
後
に
源
義
経
と
な
る
牛
若
丸
の
出
会
い
を
題
材
に
し
た
作

品
で
、
勇
猛
な
法
師
の
弁
慶
が
、
優
美
な
牛
若
丸
に
翻
弄
さ
れ
る
立

廻
り
が
見
ど
こ
ろ
で
す
。
弁
慶
を
獅
童
、
牛
若
丸
を
陽
喜
が
勤
め
る
、

親
子
共
演
に
も
注
目
で
す
。
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二
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